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農福連携等応援コンソーシアム 

令和５年度の取組について 

（１）令和５年度総会の開催（７月 26 日（オンライン併用）） 

  ・令和４年度の活動報告、令和５年度の活動計画について 

  ・会員、賛助会員等からの活動報告 

  ・特別講演 等 

（２）ノウフク・アワード 2023 の開催 

  ・募集期間：令和５年８月 28 日～10 月 20 日 

  ・応募総数：198 団体 

  ・表彰式及びシンポジウム：令和６年２月 19 日（受賞 24 団体への表彰） 

（３）ノウフク・ラボの活動実施 

・ノウフク見本市：８月 24 日（都内会場での対面形式） 

 農福連携商品の販路開拓を目的に、生産者と流通業者等の商談会を実施。 

・ノウフク・ショップ：11 月 11 日～11 月 26 日（新宿マルイで実施） 

小売店での売り場づくりにつなげるための実践的な活動として実施。 

  ・勉強会：全４回 

通年就労の確保（11 月 11 日）、企業の参画（９月 22 日）、人材育成と繋がり（12 月

26 日）、農福連携の現場における IT 活用の可能性（２月 15 日）をテーマに開催。 

  ・ノウフク PR 動画・ノウフク JAS パンフレットの作成・公開 

   PR 動画は YouTube・Tver・Instagram にて CM 放映。 

（４） 全国農福連携マルシェ in ぎふの開催 

  ・開催日：10 月 28 日、29 日（OKB ぎふ清流アリーナ） 

農福連携全国都道府県ネットワークとの共催で、岐阜県農業フェスティバルと同時

開催。約 21 万人が来場。 

［関連行事］ 

（１）ノウフクウィーク 2023 の開催 

  ・開催期間：令和５年 10 月 23 日～11 月 30 日 

・農福連携の更なる普及・啓発を目的に、全国 30 か所で農福連携に関するイベント等

を集中的に行い、一元的に PR を実施。 

（２）農福連携地域フォーラムの開催 

  ・ノウフク・アワード受賞者の取組を各地域で横展開することを目的として、全国８ブ

ロック（※）でのフォーラム及び地域のノウフク商品の魅力を消費者に伝えるミニマ

ルシェを開催。 

   ※北海道、宮城県、石川県、岡山県、京都府、愛知県、長崎県、東京県 

（３）農福連携全国フォーラム 2023in ぎふの開催 

  ・開催日：10 月 28 日、29 日 

  ・一般社団法人 日本農福連携協会と岐阜県の主催により、農福連携の取組を全国へ発

信するためにフォーラムを開催。 

 

第２号議案 令和５年度の取組報告及び令和６年度の取組計画（案）について 



PR動画・ノウフクJASパンフレットの公開

PR動画は、YouTube・Tver・InstagramにてCM放映。

※フジテレビ「Live News α」インタビューの様子

令和５年11月11日 26日

令和５年度の主な取組について

ノウフクウィーク2023

ノウフクフェア2023 ＠農林水産省

ノウフク・ショップ

ノウフク見本市(商談会)

農福連携の更なる普及・啓発を目的に、全国30か所で農福連携に関する
イベント等を集中的に行い、一元的にPRを実施。

バイヤーセレクトの商品約150点を実店舗にて販売。
併せてオンラインショップとしてECサイトを特設。

農福連携の食材を活用した
「あふ食堂」メニュー

農福連携の食材を活用したメニュー
の試食会の様子

全国の農福連携に取り組む事業者と、卸売業者や小売業者をマッチン
グさせる商談会を実施。

令和５年８月24日

フェア開催に先立ち、生産者を招いての試食会を実施し、農水大臣が
ノウフクJASをPR。

取組成果 青果の卸売業者と継続的な取引が実現

農福連携に取り組む事業者のノウフク商品の販売や農福連携の活動をPR。
岐阜県農業フェスティバルとの同時開催により、約21万人が来場。

令和５年10月23日 11月30日

令和５年10月23日 10月27日

令和５年10月28日/10月29日

全国農福連携マルシェinぎふ

取組成果 スーパーとの取引が新たに開始

ウレシイ タノシイ オイシイ篇

新宿マルイ

「エシカルな毎日」にノウフクJAS篇

令和６年２月19日ノウフク・アワード2023表彰式

24団体を表彰し、４省庁の大臣から祝辞。

勉強会の開催

通年就労の確保、人材育成、ITの活用、企業の参画
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農福連携等応援コンソーシアム 

令和６年度の取組計画（案）について 

［基本方針］ 

本年６月５日に首相官邸で農福連携等推進会議が開催され、農福連携等推進ビジョン

（2024 改訂版）が決定された。引き続き「取組の輪の拡大」に向け、農福連携等応援コンソ

ーシアムの会員間の連携により、農福連携等の取組を、農林水産業の発展を目指しつつ、地

域共生社会の実現を図る取組として発信していく。 

さらに、改訂ビジョンで新たに示された「未来に広げる」というスローガンの下、経済界

や消費者との接点を増加させながら、農福連携等の意義や取組事例について、更なる普及に

取り組む。 

［取組計画］ 

（１）令和６年度総会の開催（７月 26 日（オンライン併用）） 

  ・農福連携等応援コンソーシアム規約の改正について 

  ・令和５年度の活動報告、令和６年度の活動計画について 

  ・会員、賛助会員等からの活動報告 

  ・特別講演 等 

（２）ノウフク・アワード 2024 の開催 

  ・募集期間：令和６年７月 26 日～９月 30 日とする。 

  ・表彰式を令和６年１月 22 日に開催する。 

・併せて農福連携を応援する企業・団体に対する感謝状の授与を行う。 

（３）全国農福連携マルシェ in ぎふの開催 

・開催日：10 月 26 日、27 日（OKB ぎふ清流アリーナ） 

農福連携全国都道府県ネットワークとの共催により、岐阜県農業フェスティバル内 

で、ノウフク商品の販売や農福連携の活動 PR を行うマルシェを開催。 

（４）「ノウフクの日」の制定に関するイベントの開催 

  ・改定ビジョンで 11 月 29 日が「ノウフクの日」に設定されたことに伴い、農福連携等

の更なる展開や普及を目的とした、関連イベントを開催予定。同時期に全国で開催予

定のイベントを募集し、コンソーシアムから一元的に PR。 

（５）ノウフク・ラボの活動実施 

  ・販路拡大ラボにおいて、生産者と流通業者等の商談会である「ノウフク見本市」、農

福連携商品の販路開拓に向けた戦略検討会の開催等の活動を行う。 

［関連行事］ 

〇 農福連携全国フォーラム 2024in ちば 

  ・開催日：11 月 2 日、3 日 

  ・一般社団法人 日本農福連携協会の主催により、農福連携の取組の更なる推進と充実

を図るためのフォーラム、マルシェ、スタディツアーを開催。 
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